滋 賀 地区

	11） 湖東ブロック


	
	項　　　目
	　　　　　　内　　　　　　　容

	１
	聖体の年にあたって、教皇教書、司教書簡の実践
	毎月の初金曜日の信心行、オアシスをブロックとして行った。

６月は、彦根教会で聖時間（聖体顕示、黙想）、７月は草津教会で聖時間（愛をテーマの黙想、拝領、告解）を持った。

10月16日（日）には、大塚司教の湖東ブロック訪問。聖体を中心に講話をされ、３教会の信者６グループ、ブラジル人信者（10数名）１グループに分かれて“分かち合い”が行われ、祈りと聖体への深い信仰に満ちた数時間をもつことができた。

	２


	小教区評議会規約


	草津教会では、仮規約を実施、今年末には検討を加え、より良いものにして行く。彦根教会では毎月作成委員会を開き、検討し、１０月末でほぼ原案が完成した。今後は信者全体への説明会を開き、規約の目的、意義の理解を深める。長浜教会では、彦根の規約を参考に、少ない信者数に応じた規模のものを検討、作成する。

	３


	ブロックの連携の強化


	３教会は規模の違いや距離的なへだたりもあるが、幾つかの信仰活動を実践することができた。黙想会、結婚講座等を共同で立案参加した。オアシスの祈りの相互開催と参加。日曜学校遠足等下記の青少年対象の行事に参加した。

	４


	青少年の信仰教育


	サマーキャンプ、侍者合宿、日曜学校、あるいは社会活動などを通じて、青少年の交流と信仰の学習を進めた。５泊６日の中学生長崎巡礼は草津教会から２２名が参加。事前に周到な計画や準備をした。世界青年大会に草津から３名参加。これも事前学習会を２ヶ月間行って準備をした。

	５


	滋賀協議会行事への積極的な参加
	安土セミナリヨでの記念行事。今年は５年ごとの特別行事を行う年にあたり、セミナリヨ公園でのミサを午前に、講演会、音楽会を午後に安土町立セミナリヨホールで実施した。

滋賀地区合同堅信式が6月19日草津教会で行われた。

ウォーカソンは11月23日に実施。ブロック内にある、重度障害児施設止揚学園からも毎年参加している。

	６


	信徒使徒職への喚起、福音宣教の計画と活動


	信仰入門講座、聖書講座を小教区で実施し、地域社会への福音宣教活動の一端とした。草津教会では、敬老会に近隣の高齢者26人の方が参加した。復活祭、クリスマスには、参加の呼びかけ広告を地域新聞に掲載し、また記事としても載せてもらっている。また、教会から離れている信者に、葉書を送って、祝賀のミサの案内をした。(彦根）。しかし、一般社会への福音宣教はまだ不十分である。

	７
	外国人信徒との交流
	信仰の中心であるミサは、３教会とも外国語のミサが毎月行われ、地域に住む外国人信徒に大きな喜びを与えている。彦根では、夏に恒例のバーベキューパーティを行った。外国人信者も加えて楽しい会となっている。草津教会では、10月30日に国際交流会議を開いた。ロザリオを各国語で唱え、各国グループから活動報告等があった。言葉の壁もあるが、更に交流を進めたい。


